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姓名判断技法

歴史・画数のルーツ・三才五行・
字源流・音韻法・ローマ字式・相
性診断

ＤＶＤビデオの再生には、家庭用ＤＶＤ再生装置、またはパソ
コンのＤＶＤ再生装置が必要です。
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姓名学の歴史
� 室町時代には武士の改名として流行。（元服式）

� 江戸時代の霊感占い師である林文嶺と国文学者の永杜鷹
一が出会い、漢字の画数による姓名学を発案。

� 明治生まれの熊崎健翁氏が、それを世に発表し、姓名判断
を流行させた。三才五行という画数を五行に変化させた思想
が根本であるが、なぜか、市販の本をみると、そういう思想を
記載した本は少なく、画数一点ばりの本が目立つ。そういう
本でないと、売れないようである。

� その後、同じ数字が引き合うという桑野式なども、発表され
たが、いづれも創始者は故人となっており、跡継ぎ争いや流
派の代表争いが多い。

� 中国では、画数にくわえ、字の源流を見る方法なども姓名判
断の際には良く使われるが、日本では、あまり知られていま
せん。
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画数のルーツは、十干

� 紀元前２０００年頃、古代中国では、ものを数えるときに、甲
乙丙丁戊己庚辛壬癸と数えていた。数字の１２３・・・は、後
世になって、できたものです。

� 画数も、１画：甲 ２画：乙 ３画：丙 ４画：丁 ５画：戊 ６画：
己 ７画：庚 ８画：辛 ９画：壬 １０画：癸 と理解すると良い。

� 十干の象意から、画数の意味を生成すると、１は甲ですから
出世を希望、２は乙ですから安定を希望、３は丙ですから活
発を希望、４は丁ですから情を希望、５は戊ですから信頼を
希望、６は己ですから福禄を希望、７は庚ですから開拓を希
望、８は辛ですから忍耐を希望、９は壬ですから起伏を希望、
１０は癸ですから変化を希望 となります。

� １と２は木行、３と４は火行、５と６は土行、７と８は金行、９と
１０は水行となります。五行は、天格、人格、地格の関係をみ
るときに、重要になってきます。
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１１～１９の画数の意味

� １１は、甲甲ですから、社会的上昇意欲が強い
� １２は、甲乙ですから、社会的発展希望と安定の両方を求める
� １３は、甲丙ですから、明るくリーダー的だが独占欲もある
� １４は、甲丁ですから、プライドが高いが同情心もある
� １５は、甲戊ですから、合理的考え方ができ、行動力と社会性もある
� １６は、甲己ですから、社会に通用するアイデアが豊富で情も深い
� １７は、甲庚ですから、自分の社会に対する意志をどこまでも貫き通す
� １８は、甲辛ですから、不屈の精神で精進し専門分野で成功する
� １９は、甲壬ですから、鋭い頭脳と感覚を持ち社会と接していく

� １の位が基本的な意味、それに、１０の位の甲（社会・出世・プライド）の意
味を加えることで、１１以降の画数の意味をつくっていくのが正しい方法で
す。
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２１～２９の画数の意味

� ２０は、乙癸ですから、思索と安定を好むかと思えば、変化にも対応できる
� ２１は、乙甲ですから、周囲をひっぱりながら社会的に上昇していく
� ２２は、乙乙ですから、安定への欲望と慎重さが目立ち途中で挫折する
� ２３は、乙丙ですから、明るくリーダー的で周囲をまとめていく
� ２４は、乙丁ですから、細かく計画を立てながら周囲と協調していく
� ２５は、乙戊ですから、合理的考え方ができるが、穏やかで信頼される
� ２６は、乙己ですから、次々とアイデアを出すが、感情に左右される
� ２７は、乙庚ですから、意志をどこまでも貫き通すが、慎重さもある
� ２８は、乙辛ですから、専門分野を探求していくが、人のえり好みをする
� ２９は、乙壬ですから、慎重な計画と戦略性で、時流に乗って成功

� １の位が基本的な意味、それに、１０の位の乙（安定・柔和・臆病）の意味を
加えることで、２０以降の画数の意味をつくっていくのが正しい方法です。
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３０～３９の画数の意味

� ３０は、丙癸ですから、陽気かと思えば暗くなったり波がある
� ３１は、丙甲ですから、陽気で周囲の人を率いていく出世運がある
� ３２は、丙乙ですから、明るくリーダー的でありながら人からも好かれる
� ３３は、丙丙ですから、明るく陽気で裏表がないのですが大まか
� ３４は、丙丁ですから、明るく陽気ですが感情的になって行動してしまう
� ３５は、丙戊ですから、明るく陽気で目標に向かって進み信頼を勝ち取る
� ３６は、丙己ですから、明るく陽気で思いこんだら盲目になってしまう
� ３７は、丙庚ですから、明るく陽気で自己主張をどこまでも押し通す強さ
� ３８は、丙辛ですから、明るく陽気ですが忍耐強くコツコツやっていきます
� ３９は、丙壬ですから、明るいが、周到に計画を練って欲しい獲物を獲得。

� １の位が基本的な意味、それに、１０の位の丙（明るい・陽気・変心・強引）
の意味を加えることで、３０以降の画数の意味をつくっていくのが正しい方
法です。



7

４０～４９の画数の意味

� ４０は、丁癸ですから、温厚で清楚ですが人の言うことを聞かない頑固
� ４１は、丁甲ですから、温厚で清楚で人を率いていく出世運がある
� ４２は、丁乙ですから、温厚で清楚ですがかなり慎重で決断に遅れる
� ４３は、丁丙ですから、温厚で清楚ですが目標に向かう姿勢が強烈
� ４４は、丁丁ですから、温厚で清楚ですが内面は寂しがり屋で葛藤が多い
� ４５は、丁戊ですから、温厚で清楚で人から信頼され貫禄がでてきます
� ４６は、丁己ですから、温厚で清楚ですが直感に基づく行動をしやすい
� ４７は、丁庚ですから、温厚で清楚ですが思いこんだら猪突猛進型
� ４８は、丁辛ですから、温厚で清楚ですがやることは確実にやっていく
� ４９は、丁壬ですから、温厚で清楚ですが個性が強く戦う姿勢がある

� １の位が基本的な意味、それに、１０の位の丁（善知・情・丁寧）の意味を加
えることで、４０以降の画数の意味をつくっていくのが正しい方法です。

これ以降の画数の意味は、各自、考えてみて下さい。
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画数の意味の作り方のまとめ

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

１の位は甲～癸

２つを融合した意味１０の位は９：壬９０～９９

２つを融合した意味１０の位は８：辛８０～８９

２つを融合した意味１０の位は７：庚７０～７９

２つを融合した意味１０の位は６：己６０～６９

２つを融合した意味１０の位は５：戊５０～５９

２つを融合した意味１０の位は４：丁４０～４９

２つを融合した意味１０の位は３：丙３０～３９

２つを融合した意味１０の位は２：乙２０～２９

２つを融合した意味１０の位は１：甲１０～１９

（注意点）
１の位と１０の位の、十干の相剋関係は考えない。

たとえば、２７は、乙庚だから、庚が乙を剋するというような発想はしないこと。
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新漢字と旧漢字どちらを使うか？
� 流派によって、占い師によって、
主張は、バラバラです。

� 人間は心で思ったことが共振し
て実現するという『ユング』の理
論を当てはめれば、旧漢字を大
切にする顧客には、旧漢字で鑑
定。旧漢字を知らない世代には
新漢字で鑑定。という方法が現
実的な対応でしょう。

� 画数は、パソコンで出てきますか
ら、これを、新漢字の画数と定義
して良いでしょう。

ＡＴＯＫの画面で６画の漢字を表示しています

新姓名学大宝典では、新漢字と旧漢字の両方
が指定でき、さらに、変更も可能となっています。
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三才五行とは？

竹 ６

下 ３

景 １２

子 ３

天 ９

人 １５

地 １５

外 ９

壬で水

戊で土

戊で土

三才 五行

土が水を剋す

人が天を剋す

土と土が比和する

人と地が仲間

天は目上や社会・人は自分・地は目下や家庭・外は見た目・総は総合を示します

天・人・地・外・総の画数だけで判断すると記載している本が多い。これは、本来の姓
名学ではなく、簡易版を望む大衆向け・娯楽向けの売らんかな的商法の結果！

総 ２４
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五行の相互関係・・・相生

� 相生（ソウショウ又はソウジョウ）

� 相生とは、五行の自然界の相互関係で、一つの要
素がもう一つの要素を生み出す関係です。

水は、木を育てます。すいしょうもく水 生 木

金が冷えて、水滴となり水を生じます。きんしょうすい金 生 水

土から、金が生まれます。どしょうきん土 生 金

火は、燃え尽きて灰になり、土となります。かしょうど火 生 土

木は、燃えて火となります。もくしょうか木 生 火

関係性関係性関係性関係性読み方読み方読み方読み方生の関係生の関係生の関係生の関係
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五行の相互関係・・・相剋

� 相剋（ソウコク）

� 相剋とは、五行の自然界の相互関係で、一つの要
素がもう一つの要素を押さえつける関係です。

金は、木を切り倒します。きんこくもく金 剋 木

火は、金を溶かします。かこくきん火 剋 金

水は、火を消し止めます。すいこくか水 剋 火

土は、水の流れをさえぎります。どこくすい土 剋 水

木は、土の養分をすいとります。もくこくど木 剋 土

関係性関係性関係性関係性読み方読み方読み方読み方剋の関係剋の関係剋の関係剋の関係
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相生・相剋の図

土金

火相生相生相生相生水

木

土金

火相剋相剋相剋相剋水

木
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天と人の五行の相剋で社会運・目上運が決まる

竹 ６

下 ３

景 １２

子 ３

天 ９

人 １５

地 １５

壬で水

戊で土

戊で土

三才 五行
社会運

人剋天の場合：自分が天や目上
に向かって刃向かう

天剋人の場合：天や目上から自
分がムチうたれる

人生天の場合：自分が天や目上
に向かって奉仕する。

天生人の場合：天や目上が自分
に対して奉仕してくれる

天比和人の場合：自分と天・目
上が同じ立場で競争する関係と
なる吉 平 凶

てん

じん

ち
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地と人の五行の相剋で家庭運・目下運が決まる

竹 ６

下 ３

景 １２

子 ３

天 ９

人 １５

地 １５

壬で水

戊で土

戊で土

三才 五行
家庭運

地剋人の場合：目下や家庭が自
分に向かって刃向かう

人剋地の場合：自分が目下や家
庭を剋し痛めつける

地生人の場合：目下や家庭が自
分に対して奉仕する。

人生地の場合：自分が目下や家
庭に対して奉仕する

人比和地の場合：自分目下・家
庭が同じ立場で競争する関係と
なる吉 平 凶
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人格の画数の意味を加えて総合鑑定

竹 ６

下 ３

景 １２

子 ３

天 ９

人 １５

地 １５

壬で水

戊で土

戊で土

三才 五行

吉 平 凶

�人格の１５は、甲戊ですから、合理的考
え方ができ、行動力と社会性もある。

�その合理的性格と無駄のない行動力
で（甲戊）、目上の考え（壬）などを、批判
し、権力に妥協しない。（土剋水の関係）
子供ができてからも、母親と妻と芸能人
の３役をテキパキとこなし、事務所に使
われることはなさそうです。

�目下や子供に対しては、目上とか目下
という接し方ではなく一人の人格をもった
人間として、接することができる。（土同
士の比和の関係）
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三才五行による挑戦型の姓名とは？

天

人

地

土

木

金

火

水

土

木

金

火

水

水
が
火
を
剋
す
る
の
が
一
番

作
用
が
強
い
の
で
、
挑
戦
度
数

数
が
最
強
。

金
が
木
を
剋
す
る
の
も
木
の

命
を
奪
う
の
で
作
用
が
強
く
、

挑
戦
度
数
数
は
強
い
。

土
が
水
を
剋
す
強
さ
は
並
で

す
か
ら
、
挑
戦
度
数
も
並
。

し
か
し
、
や
り
方
が
キ
ツ
イ
。

火
が
金
を
剋
す
強
さ
は
並
で

す
か
ら
、
挑
戦
度
数
も
並
。
し

か
し
、
や
り
方
が
キ
ツ
イ
。

木
が
土
を
剋
す
強
さ
は
並
で

す
か
ら
、
挑
戦
度
数
も
並
。
し

か
し
、
や
り
方
が
キ
ツ
イ
。
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三才五行による挑戦型の姓名とは？

天

人

地

火

木

土

火

金

土

水

金

木

水

水
が
木
を
生
じ
る
の
で
、
挑

戦
を
し
て
い
く
が
、
そ
の
や
り

方
は
穏
や
か
で
無
理
が
な
い
。

金
が
水
を
生
じ
る
の
で
、
挑

戦
を
し
て
い
く
が
、
そ
の
や
り

方
は
穏
や
か
で
無
理
が
な
い
。

土
が
金
を
生
じ
る
の
で
、
挑

戦
を
し
て
い
く
が
、
そ
の
や
り

方
は
穏
や
か
で
無
理
が
な
い
。

火
が
土
を
生
じ
る
の
で
、
挑

戦
を
し
て
い
く
が
、
そ
の
や
り

方
は
穏
や
か
で
無
理
が
な
い
。

木
が
火
を
生
じ
る
の
で
、
挑

戦
を
し
て
い
く
が
、
そ
の
や
り

方
は
穏
や
か
で
無
理
が
な
い
。
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三才五行による幸福型（目上や社会から恩恵）の姓名とは？

天

人

地

水

木

木

火

火

土

土

金

金

水

金
が
水
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

土
が
金
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

火
が
土
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

木
が
火
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

水
が
木
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

20

三才五行による幸福型（目下や家庭から恩恵）の姓名とは？

天

人

地 水

木

木

火

火

土

土

金

金

水

金
が
水
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
下
や
家
庭
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

土
が
金
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
下
や
家
庭
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

火
が
土
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
下
や
家
庭
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

木
が
火
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
下
や
家
庭
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。

水
が
木
を
生
じ
て
い
る
の
で

目
下
や
家
庭
か
ら
の
恩
恵
が

あ
っ
て
幸
福
。
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三才五行による忍耐型（目上や社会で苦労）の姓名とは？

天

人

地

金

木

水

火

木

土

火

金

土

水

土
が
水
を
剋
し
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る

火
が
金
を
剋
し
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る
。

木
が
土
を
剋
し
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る

水
が
火
を
剋
し
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
強
く
痛
め

つ
け
ら
れ
て
大
き
く
苦
労
す

る
。

金
が
木
を
剋
し
て
い
る
の
で

目
上
や
社
会
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る
。
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三才五行による忍耐型（目下や家庭で苦労）の姓名とは？

天

人

地 金

木

水

火

木

土

火

金

土

水

土
が
水
を
剋
し
て
い
る
の
で
、

目
下
や
家
庭
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る
。

火
が
金
を
剋
し
て
い
る
の
で
、

目
下
や
家
庭
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る
。

木
が
土
を
剋
し
て
い
る
の
で
、

目
下
や
家
庭
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る
。

水
が
火
を
剋
し
て
い
る
の
で
、

目
下
や
家
庭
か
ら
強
く
痛
め

つ
け
ら
れ
て
大
き
く
苦
労
す

る
。

金
が
木
を
剋
し
て
い
る
の
で
、

目
下
や
家
庭
か
ら
痛
め
つ
け

ら
れ
て
苦
労
す
る
。
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三才五行による社会適応型（五行の水）の姓名とは？

天

人

地 金

水

金

水

水

金

土

水

適応力は水が司る。従って、天か人に水があって、それが、傷ついていないことです。

土

水

24

三才五行による秩序型（五行の火）の姓名とは？

天

人

地 木

火

木

火

火

木

水

火

秩序は火が司る。従って、天か人に火があって、それが、傷ついていないことです。

水

火
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三才五行による仁義型（五行の木）の姓名とは？

天

人

地 水

木

水

木

木

水

金

木

仁義は木が司る。従って、天か人に木があって、それが、傷ついていないことです。

金

木

26

三才五行による経験・行動型（五行の金）の姓名とは？

天

人

地 土

金

土

金

金

土

火

金

経験・行動は金が司る。従って、天か人に金があって、それが、傷ついていないことです。

火

金
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字源流・字形流での鑑定

� 字の形や源流から字に対し、星を当てはめる方法。１つの漢
字に複数、星が当てはまる場合も多いが、もっともその漢字
の由来にあったものを右脳を使ったイメージで決定する。

� 例）口という字が含まれている場合、口は災いの元になり全
てを失う元になるから、天空星となる。（台・叫・唇・害）

� 例）青・竹・立という字が含まれている場合、勢いがあり他を
寄せ付けない高貴さがあるので、青龍星となる。（笹・筑・筆）

� 例）土という字が含まれている場合、変化に対応でいない、
遅いという意味があるので、勾陳星となる。（老・杭・垢・坊）

� 例）人・八・入という字が含まれている場合、人と人は和して
和合しあうものなので、六合星となる。 （命・会・介・友・企）

28

字源流の事例

例）日という字が含まれている場合、太陽を示すので、
太陽星となる。（百・易・昴・昇・明・昌・星・東・昭・
是・泉・春・晴・暇・智）

例）月という字が含まれている場合、月を示すので、太
陰星となる。（肌・肋・肛・育・股・脚・脇・能・肺・腺・
腸・腹・期・骨・胴・胸・塑・胆・胃・胎）

例）羽や羽に関する字（隹など）が含まれている場合、
鳥を示すので、朱雀星となる。（翔・飛・習・隼・隻・
準・雇・集）
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新姓名学大宝典での画面例

30

字源流の星の種類：どの星に割り当てれば一
番良いのかは、全ての星の意味を理解する必
要があります。

� 紫微斗数推命の星
紫微・天機・太陽・武曲・天同・廉貞・天府・太陰・貪狼・巨門・
天相・天梁・七殺・破軍・炎・鈴・羊刃・蛇羅・文曲・文昌・天
存・天鉞・天魁・左輔・右弼・天空・地劫・駅馬・天妖・天刑・爪

� 六壬神課の星
貴人・とう蛇・朱雀・六合・勾陳・青龍・天空・白虎・太常・玄
武・天后

� 四柱推命の星（通変星・十二運星）
長生・沐浴・冠帯・建禄・帝旺・衰・病・死・墓・絶・胎・養・比
肩・劫財・食神・傷官・偏財・正財・偏官・正官・偏印・正印
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新姓名学大宝典での画面例

竹の勢い

くだる

日の太陽

子はやどる

右脳・精神型右脳・精神型右脳・精神型右脳・精神型

左脳・物質型左脳・物質型左脳・物質型左脳・物質型 右脳・物質型右脳・物質型右脳・物質型右脳・物質型

左脳・精神型左脳・精神型左脳・精神型左脳・精神型

32

読みによる鑑定技法
極陽：前へ
前へ進む
動的行動

陽：前へ進
む動的行
動

中庸：何事
も自分で決
断しない

陰：人づき
あいが良
い。物質的

極陰：悲観
的で後ろ向
き
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まとめ 命名をするときの注意点
� 名前をつける目標をしっかりと設定すること。
・社会に立ち向かうのか、従順で良いのか？
(人と天との関係が剋か、相生か？)
・家庭よりも仕事か？仕事よりも家庭か？
(人と地との関係が剋か、相生か？)
・精神的豊かさか？物質的豊かさか？
(字源流で見た場合、精神的か、物質的か？)
・情緒優先型か？理論優先型か？
(字源流で見た場合、右脳的か、左脳的か？)

� こういう設定をしてからでないと、命名できません。
目標に合う、名前をつけるのが、姓名学の技法なの
ですから。何でもかんでも、吉数の画数をつけとけ
ば、良いなんていうのは、話しにならない。

34

ローマ字診断(ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄﾞを数字へ)

� A:1 B:2 C:3 D:4 E:5 F:6 G:7 H:8 I:9 J:1 K:2 L:3 
M:4 N:5 O:6 P:7 Q:8 R:9 S:1 T:2 U:3 V:4 W:5 
X:6 Y:7 Z:8

� １:リーダ・自我 ２：感情・不均衡 ３：行動力強さ
４：創造的思考 ５：センス・忍耐 ６：想像力・ファン
タジー ７：限界・精神世界へ ８：潜在意識・無限の
空間 ９：神の愛・完全

� 以上は、西洋の数秘術という学問での定義ですが、
甲から壬までの意味と驚くほど似ていることに気が
つかれると思います。
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数秘術のマトリックス

９８７

６５４

３２１肉体→

知性→

精神→

←
物
質

←
感
情

←
創
造

コミュニケーション

実践・行動

36

TAKESHITA KEIKO の鑑定事例

62952129815212

OKIEKATIHSEKAT
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相性診断は２人の名前のどこを見るか？

天

人

地

天

人

地

自分と相手が同じような
年齢、社会的地位の場合

天

人

地

天

人

地

天

人

地

天

人

地

相手がかなり年下、社会
的地位が低い場合

相手がかなり年上、社会
的地位が高い場合

恋人としての相性は年齢
に関係なく、これで見ても
良い。

38

五行の相剋で相性をみる

� 比肩の関係なら、友達の関係。さらりとした独立した
関係。兄弟関係。お互い自由。

� 食傷の関係なら、自分が相手の面倒を細かく見る
関係。自分が親で相手が子の関係。世話が焼ける。

� 財の関係なら、自分が相手を支配する関係。自分
が上司で相手が部下の関係。自分は、気持ちよい。

� 官の関係なら、自分が相手から支配される関係。相
手が上司で自分が部下の関係。管理される。

� 印の関係なら、相手が自分を育成し、相手に甘えら
れる関係。相手が親で自分が子の関係。頼れる。
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姓名判断はあくまでも、相学である

� 以上の内容を実占する場合に、姓名判断はあくまでも、相学
であり、命理学ではないことを、覚えていなければなりません。
つまり、人相や家相と同じで、姿形を占うものであって、宿命
的なものを占うものではありません。

� 性格や家庭運や社会運なども占え、相性まで、占えますが、
あくまでも、相学の範囲の中での話です。

� 生年月日が分かる場合は、四柱推命や紫微斗数推命や占
星学を総合して判断したほうが、良いのは言うまでもありま
せん。

� 姓名判断が、もっとも、効果的なのは、改名、命名のときです。
姿形が、変わると、人間というのは、不思議なもので、本当に
その瞬間から、運が変わったように思いこんで、開運していく
人が多いという現実があります。


